
Ⅵ．地方創生関連事業の実施結果
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と
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製
造
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き
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国

内
外

の
食

市
場

で
優

位
性

を
確

保
す

る
食

品
製

造
業

の
実

現
を

目
指

す
た

め
、

引
き

続
き

、
消

費
者

の
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
応

し
た

新
商

品
化

へ
の

一
貫

支
援

や
研

究
開

発
人

材
の

育
成

を
実

施
し

ま
す

。
　

ま
た

、
消

費
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

新
食

習
慣

の
発

掘
・
発

信
及

び
県

産
食

品
の

海
外

へ
の

販
路

拡
大

支
援

を
実

施
し

ま
す

。
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に
、
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、
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て

は
、

コ
ロ

ナ
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で
の

水
際

対
策

や
行

動
制

限
な

ど
の

規
制

が
緩

和
さ

れ
た

こ
と

に
合

わ
せ

、
イ

ベ
ン

ト
や

物
販

販
促
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を
実
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こ

と
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に
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り
、
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成
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、
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が

回
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す
る
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イ
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の
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を
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富

な
テ

ー
マ

で
ユ

ー
ザ

ー
の

興
味

関
心

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

質
の

高
い

コ
ン

テ
ン

ツ
や

定
期

的
な

特
集

コ
ン

テ
ン

ツ
の

制
作

を
行

っ
た

ほ
か

、
サ

イ
ト

訪
問

者
数

を
増

や
す

た
め

の
S
E
O

コ
ン

テ
ン

ツ
の

作
成

に
も

力
を

入
れ

た
結

果
、

観
光

サ
イ

ト
の

ア
ク

セ
ス

数
が

大
幅

に
伸

び
、

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

　
R

4
年

の
日

本
人

旅
行

者
観

光
消

費
額

単
価

は
、

目
標

未
達

成
と

な
り

ま
し

た
。

要
因

と
し

て
は

、
G

o
T
o
ト

ラ
ベ

ル
等

過
去

の
需

要
喚

起
策

よ
り

も
全

国
旅

行
支

援
の

割
引

額
が

低
い

こ
と

や
原

油
高

・
物

価
高

に
よ

る
可

処
分

所
得

の
減

少
等

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

　
R

4
年

の
訪

日
外

国
人

１
人

１
回

当
た

り
の

旅
行

消
費

単
価

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
調

査
地

点
が

限
定

さ
れ

、
全

国
籍

・
地

域
の

試
算

値
の

み
公

表
だ

っ
た

こ
と

か
ら

、
県

別
の

デ
ー

タ
が

あ
り

ま
せ

ん
。

　
今

後
も

、
長

野
県

の
魅

力
を

県
内

外
、

海
外

へ
発

信
し

、
「
稼

ぐ
力

」
の

向
上

を
図

る
た

め
、

引
き

続
き

国
内

外
で

N
A

G
A

N
O

ブ
ラ

ン
ド

の
発

信
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。

5
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

学
び

の
基

盤
づ

く
り

に
よ

る
産

業
人

材
育

成
事

業
1
5
,5

2
6
,5

9
5

　
社

会
人

講
座

の
受

講
者

数
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
も

あ
り

、
講

座
数

が
4
講

座
に

と
ど

ま
り

、
各

講
座

の
受

講
者

数
も

思
う
よ

う
に

集
ま

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

事
業

の
対

象
講

座
の

拡
大

に
よ

る
県

内
の

専
修

学
校

・
各

種
学

校
・
大

学
等

と
の

マ
ッ
チ

ン
グ

に
注

力
す

る
こ

と
に

よ
り

講
座

新
設

数
の

増
加

を
図

る
と

と
も

に
、

タ
ー

ゲ
ッ
ト

層
に

講
座

情
報

が
行

き
届

く
よ

う
に

実
施

校
と

と
も

に
積

極
的

な
広

報
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

　
地

域
と

未
来

を
つ

な
ぐ

ゼ
ミ
事

業
に

つ
い

て
は

１
年

目
を

大
き

く
上

回
る

講
座

数
を

実
施

い
た

し
ま

し
た

。
し

か
し

、
１

年
目

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
当

初
予

定
講

座
の

中
止

等
に

よ
り

、
わ

ず
か

に
累

計
の

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
引

き
続

き
、

教
育

委
員

会
等

と
連

携
し

周
知

を
行

い
事

業
を

着
実

に
実

施
し

、
産

業
人

材
育

成
の

推
進

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
地

域
内

の
人

材
を

結
び

付
け

る
育

成
の

場
の

創
出

に
つ

い
て

は
、

「
信

州
の

“
は

た
ら

く
”
を

考
え

る
」
を

テ
ー

マ
と

し
た

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

県
立

長
野

図
書

館
が

リ
ア

ル
と

オ
ン

ラ
イ

ン
の

ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド

で
開

催
し

、
大

学
生

や
地

域
お

こ
し

協
力

隊
、

行
政

職
員

、
民

間
企

業
関

係
者

な
ど

様
々

な
立

場
の

方
に

参
加

い
た

だ
き

ま
し

た
。

今
後

も
地

域
の

学
び

の
拠

点
で

あ
る

公
共

図
書

館
を

活
用

し
、

同
様

の
取

組
を

進
め

な
が

ら
、

多
様

な
人

材
を

結
ぶ

機
会

創
出

を
図

り
ま

す
。
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単
位

：
円

１
年

目
２

年
目

３
年

目

N
o

交
付

対
象

事
業

の
名

称

実
績

額
重

要
業

績
評

価
指

標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

事
業

開
始

時
最

終
年

度
（
年

）
の

目
標

2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
（
年

）
の

状
況

今
後

の
取

組
の

方
向

性
、

未
達

成
の

理
由

等
基

準
値

単
位

年
度

（
年

）
目

標
値

(増
加

)
単

位
目

標
値

（
2
0
2
2
累

計
）

実
績

値
（
2
0
2
2
累

計
）

達
成 ・

未
達

成

ブ
ラ

ン
ド

の
基

準
を

ク
リ
ア

し
た

豚
の

出
荷

頭
数

割
合

0
％

／
経

営
体

2
0
2
5

8
0

％
／

経
営

体
0

0
0

-
0

実
績

値
な

し

農
家

へ
の

優
良

種
豚

の
精

液
年

間
出

荷
数

0
本

／
年

2
0
2
5

1
,2

0
0

本
／

年
0

0
5
0
1

-
5
0
1

達
成

利
用

者
一

人
１

日
当

た
り

の
観

光
消

費
額

3
,5

7
1

円
／

人
2
0
2
5

1
0
0

円
／

人
4
0

△
 8

6
1
7
4

-
8
8

達
成

諏
訪

地
域

観
光

消
費

額
3
5
,4

1
7

百
万

円
2
0
2
3

5
,3

0
0

百
万

円
4
,4

2
7

△
 1

2
,3

6
7

9
,5

3
2

-
△

 2
,8

3
5

未
達

成

諏
訪

湖
創

生
推

進
拠

点
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
ア

ク
セ

ス
件

数
0

万
件

2
0
2
3

3
万

件
1
.0

0
.2

9
6

△
 0

.0
4
7
9

-
0
.2

4
8

未
達

成

諏
訪

湖
に

関
す

る
イ

ベ
ン

ト
等

（
セ

ミ
ナ

ー
、

ア
ク

テ
ィ
ビ

テ
ィ
体

験
等

）
の

開
催

回
数

2
0

回
2
0
2
3

1
0

回
6

△
 3

7
-

4
未

達
成

諏
訪

湖
に

関
す

る
イ

ベ
ン

ト
等

（
セ

ミ
ナ

ー
、

ア
ク

テ
ィ
ビ

テ
ィ
体

験
等

）
の

参
加

人
数

2
,0

0
0

人
2
0
2
3

2
,0

0
0

人
1
,0

0
0

7
7
2

6
,2

2
6

-
6
,9

9
8

達
成

航
空

機
関

連
又

は
航

空
機

関
連

技
術

を
活

用
し

た
製

品
等

の
製

造
品

出
荷

額
等

1
3
2
.7

億
円

2
0
2
5

8
1
.3

億
円

2
8
.1

3
5
.9

R
5
.1

2
判

明
予

定
-

※
3
5
.9

実
績

値
な

し

航
空

機
関

連
技

術
を

活
用

し
て

新
た

な
製

品
開

発
・
事

業
化

に
つ

な
が

っ
た

件
数

0
件

2
0
2
5

2
5

件
1
0

9
6

-
1
5

達
成

環
境

試
験

設
備

の
利

用
件

数
4
7

件
2
0
2
5

4
0
0

件
1
3
0

9
8

2
0
8

-
3
0
6

達
成

航
空

機
シ

ス
テ

ム
分

野
横

断
ユ

ニ
ッ
ト

修
了

生
数

0
人

2
0
2
5

1
9

人
6

4
5

-
9

達
成

※
集

計
中

に
つ

き
昨

年
度

ま
で

の
実

績
値

8

「
諏

訪
湖

創
生

推
進

拠
点

」
を

核
と

し
た

諏
訪

湖
の

魅
力

向
上

・
発

信
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

6
,1

0
9
,7

9
5

令
和

４
年

度
は

、
７

年
に

一
度

の
御

柱
祭

が
開

催
さ

れ
る

年
で

あ
る

た
め

、
諏

訪
地

域
観

光
消

費
額

に
つ

い
て

は
、

前
回

（
平

成
2
8
年

）
の

御
柱

祭
開

催
年

の
実

績
額

と
同

額
を

Ｋ
Ｐ

Ｉと
し

ま
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
Ｋ

Ｐ
Ｉは

達
成

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

令
和

３
年

度
と

比
較

す
る

と
観

光
消

費
額

は
拡

大
し

て
お

り
、

引
き

続
き

、
観

光
消

費
額

の
増

加
に

つ
な

が
る

よ
う
事

業
の

実
施

を
進

め
ま

す
。

　
諏

訪
湖

創
生

推
進

拠
点

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

件
数

に
つ

い
て

は
、

諏
訪

湖
創

生
推

進
拠

点
の

開
設

に
向

け
た

準
備

を
進

め
て

い
る

と
ろ

こ
で

す
が

、
令

和
４

年
度

は
建

物
改

修
工

事
が

主
体

で
あ

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

新
た

に
発

信
で

き
る

情
報

が
限

ら
れ

て
い

た
こ

と
な

ど
か

ら
目

標
に

達
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
引

き
続

き
、

2
0
2
4
（
R

6
）
年

４
月

の
開

所
に

向
け

、
積

極
的

な
情

報
発

信
を

行
い

ま
す

。
　

諏
訪

湖
に

関
す

る
イ

ベ
ン

ト
等

へ
の

参
加

人
数

に
つ

い
て

は
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

も
の

の
、

開
催

回
数

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
目

標
に

達
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
引

き
続

き
、

感
染

症
の

状
況

を
注

視
し

な
が

ら
、

諏
訪

湖
の

魅
力

の
向

上
・
発

信
に

資
す

る
取

組
を

進
め

ま
す

。

7
信

州
プ

レ
ミ
ア

ム
ポ

ー
ク

地
域

密
着

ブ
ラ

ン
ド

創
出

事
業

1
9
,8

8
3
,8

4
5

　
ブ

ラ
ン

ド
の

基
準

を
ク

リ
ア

し
た

豚
の

出
荷

頭
数

割
合

は
、

0
で

実
績

値
な

し
で

し
た

が
、

官
能

評
価

に
よ

る
美

味
し

さ
基

準
が

未
設

定
で

あ
り

、
基

準
を

ク
リ
ア

し
た

豚
肉

の
出

荷
が

な
か

っ
た

こ
と

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
今

後
美

味
し

さ
基

準
を

設
定

す
る

中
で

条
件

を
満

た
す

出
荷

頭
数

が
増

え
る

予
定

で
す

。
　

農
家

へ
の

優
良

種
豚

の
精

液
年

間
出

荷
量

は
、

2
0
2
2
(R

4
)年

５
月

に
種

畜
検

査
を

ク
リ
ア

す
る

こ
と

が
で

き
た

種
豚

2
0
頭

か
ら

精
液

出
荷

が
可

能
と

な
り

、
目

標
達

成
に

向
け

て
計

画
通

り
出

荷
量

を
増

や
す

方
向

で
す

。
　

利
用

者
一

人
1
日

当
た

り
の

観
光

消
費

額
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
に

よ
る

国
内

外
か

ら
の

観
光

客
の

大
幅

な
減

少
か

ら
の

回
復

途
中

で
経

済
活

動
が

本
格

的
に

戻
る

前
だ

っ
た

も
の

の
、

大
き

な
イ

ベ
ン

ト
が

あ
っ

た
た

め
、

K
P

Iを
達

成
し

ま
し

た
。

9
ア

ジ
ア

の
航

空
機

シ
ス

テ
ム

拠
点

に
お

け
る

産
業

化
促

進
3
7
,9

5
6
,2

2
9

　
新

た
な

製
品

開
発

・
事

業
化

に
つ

な
が

っ
た

件
数

に
つ

い
て

は
、

電
動

化
な

ど
の

新
し

い
需

要
も

取
り

込
む

こ
と

で
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
　

環
境

試
験

設
備

の
利

用
件

数
に

つ
い

て
は

、
企

業
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
試

験
体

制
を

確
立

す
る

こ
と

で
利

用
を

促
進

し
、

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

　
航

空
機

シ
ス

テ
ム

分
野

横
断

ユ
ニ

ッ
ト

修
了

生
数

は
、

産
官

金
で

構
成

す
る

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
に

よ
り

体
制

整
備

を
支

援
し

て
良

好
な

研
究

教
育

環
境

を
保

つ
こ

と
で

、
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
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単
位

：
円

１
年

目
２

年
目

３
年

目

N
o

交
付

対
象

事
業

の
名

称

実
績

額
重

要
業

績
評

価
指

標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

事
業

開
始

時
最

終
年

度
（
年

）
の

目
標

2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
（
年

）
の

状
況

今
後

の
取

組
の

方
向

性
、

未
達

成
の

理
由

等
基

準
値

単
位

年
度

（
年

）
目

標
値

(増
加

)
単

位
目

標
値

（
2
0
2
2
累

計
）

実
績

値
（
2
0
2
2
累

計
）

達
成 ・

未
達

成

相
談

窓
口

に
お

け
る

支
援

に
よ

り
、

実
際

に
外

国
人

雇
用

に
結

び
つ

い
た

事
業

所
数

0
.0

％
2
0
2
2

8
0
.0

％
8
0
.0

7
9
.0

1
.9

△
 0

.7
8
0
.2

達
成

グ
ロ

ー
バ

ル
キ

ャ
リ
ア

フ
ェ
ア

の
開

催
に

よ
る

外
国

人
留

学
生

の
就

職
・

内
定

者
数

0
人

2
0
2
2

1
2

人
1
2

0
2

0
2

未
達

成

グ
ロ

ー
バ

ル
キ

ャ
リ
ア

フ
ェ
ア

の
出

展
企

業
数

0
社

2
0
2
2

9
0

社
9
0

8
2
1

0
2
9

未
達

成

相
談

窓
口

に
お

け
る

支
援

企
業

数
0

社
2
0
2
2

1
,0

8
0

社
1
,0

8
0

3
4

1
7
7

2
2
4

4
3
5

未
達

成

労
働

生
産

性
（
全

産
業

の
実

質
県

内
総

生
産

を
県

内
就

業
者

数
で

除
し

た
数

値
）

7
,2

8
9

千
円

/
人

2
0
2
2

4
4
7

千
円

/
人

4
4
7

2
2
0

△
 7

1
2
5
2

4
0
1

未
達

成

社
会

増
（
転

入
者

数
－

転
出

者
数

）
△

 9
5
6

人
2
0
2
2

9
5
6

人
9
5
6

△
 1

,4
8
4

6
8
0

4
,8

7
2

4
,0

6
8

達
成

試
行

的
に

県
内

に
移

住
・
移

転
し

て
事

業
活

動
を

行
う
IT

事
業

者
数

1
3

件
2
0
2
2

3
6

件
3
6

1
2

2
4

1
9

5
5

達
成

地
域

企
業

に
対

す
る

副
業

・
兼

業
を

含
め

た
人

材
マ

ッ
チ

ン
グ

成
約

件
数

（
累

計
）

2
6
0

件
2
0
2
2

3
3
0

件
3
3
0

1
1
0

8
8

7
9

2
7
7

未
達

成

地
域

企
業

の
経

営
課

題
に

関
す

る
相

談
件

数
(累

計
)

1
,0

5
1

件
2
0
2
2

1
,9

6
0

件
1
,9

6
0

6
7
5

6
6
1

1
,2

4
8

2
,5

8
4

達
成

一
人

当
た

り
労

働
生

産
性

の
増

加
分

7
,2

7
6

千
円

/
人

2
0
2
2

5
8
4

千
円

/
人

5
8
4

1
4
9

△
 3

0
0

Ｒ
６

.３
判

明
予

定
※

△
1
5
1

実
績

値
な

し

※
集

計
中

に
つ

き
昨

年
度

ま
で

の
実

績
値

1
0

外
国

人
の

就
業

促
進

事
業

8
,8

7
8
,6

5
0

　
グ

ロ
ー

バ
ル

キ
ャ

リ
ア

フ
ェ
ア

に
つ

い
て

は
、

県
単

独
の

イ
ベ

ン
ト

で
は

な
く
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

か
ら

就
職

支
援

ま
で

を
一

体
的

に
地

域
全

体
で

支
援

す
る

「
信

州
留

学
生

就
職

促
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
通

称
：
留

J
O

B
信

州
）
」
に

て
今

後
類

似
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
た

め
、

2
0
2
2
年

度
の

実
績

は
な

し
と

な
り

ま
し

た
。

2
0
2
1
年

度
、

2
0
2
0
年

度
に

つ
い

て
も

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

に
よ

り
開

催
規

模
を

縮
小

し
た

た
め

、
グ

ロ
ー

バ
ル

キ
ャ

リ
ア

フ
ェ
ア

に
よ

る
外

国
人

留
学

生
の

就
職

・
内

定
に

結
び

付
け

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
　

相
談

窓
口

に
お

け
る

支
援

企
業

数
に

つ
い

て
は

、
前

年
よ

り
も

増
加

し
た

も
の

の
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
新

規
入

国
制

限
が

あ
っ

た
影

響
で

一
時

期
は

相
談

件
数

が
伸

び
な

か
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
全

体
と

し
て

外
国

人
材

の
受

け
入

れ
支

援
企

業
数

は
目

標
達

成
に

至
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
　

今
後

は
、

外
国

人
材

の
受

入
れ

に
関

心
を

持
っ

て
い

る
企

業
へ

の
支

援
や

外
国

人
留

学
生

の
県

内
就

職
促

進
の

取
組

を
継

続
し

、
円

滑
か

つ
適

正
な

受
入

れ
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
安

心
・
安

全
に

働
く
こ

と
が

で
き

る
就

労
環

境
の

整
備

に
よ

り
、

外
国

人
材

が
日

本
人

と
と

も
に

地
域

を
創

る
パ

ー
ト

ナ
ー

と
し

て
活

躍
で

き
る

社
会

の
実

現
を

目
指

す
た

め
、

相
談

窓
口

が
実

施
す

る
セ

ミ
ナ

ー
等

イ
ベ

ン
ト

の
周

知
を

強
化

し
、

引
き

続
き

外
国

人
の

就
業

促
進

に
向

け
た

支
援

を
実

施
し

ま
す

。

1
2

長
野

県
プ

ロ
フ

ェ
ッ
シ

ョ
ナ

ル
人

材
戦

略
拠

点
 深

化
・
高

度
化

事
業

6
6
,3

1
2
,2

9
2

　
地

域
企

業
に

対
す

る
副

業
・
兼

業
を

含
め

た
人

材
マ

ッ
チ

ン
グ

成
約

件
数

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

に
よ

り
、

企
業

が
採

用
を

手
控

え
た

こ
と

に
よ

り
、

K
P

Iを
下

回
り

ま
し

た
。

　
地

域
企

業
の

経
営

課
題

に
関

す
る

相
談

件
数

は
、

地
域

金
融

機
関

と
連

携
し

た
サ

テ
ラ

イ
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
設

置
に

よ
り

大
幅

に
増

加
し

、
目

標
を

達
成

し
ま

し
た

。
　

今
後

、
労

働
人

口
の

減
少

が
想

定
さ

れ
る

中
で

、
デ

ジ
タ

ル
の

活
用

等
に

よ
る

労
働

生
産

性
の

向
上

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

た
め

、
副

業
・
兼

業
を

含
め

た
専

門
人

材
の

活
用

促
進

に
向

け
て

引
き

続
き

取
り

組
み

ま
す

。

1
1

S
o
c
ie

ty
5
.0

時
代

に
ふ

さ
わ

し
い

IT
人

材
･I

T
産

業
集

積
を

図
る

信
州

IT
バ

レ
ー

構
想

推
進

事
業

5
4
,7

4
1
,2

3
6

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
に

よ
る

海
外

経
済

の
減

速
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

原
材

料
価

格
の

高
騰

が
企

業
収

益
に

影
響

し
、

製
造

業
を

中
心

に
総

生
産

が
落

ち
込

み
、

労
働

生
産

性
は

K
P

Iを
下

回
り

ま
し

た
。

　
今

後
は

、
令

和
４

年
度

ま
で

に
信

州
IT

バ
レ

ー
推

進
協

議
会

を
中

心
に

取
り

組
ん

だ
各

事
業

を
精

査
し

、
令

和
５

年
度

か
ら

始
ま

る
新

計
画

に
お

い
て

、
県

内
IT

企
業

が
ス

キ
ル

を
実

装
し

、
開

発
型

へ
の

転
換

を
進

め
る

と
と

も
に

、
非

製
造

業
も

含
め

た
県

内
産

業
の

D
X
が

進
み

、
本

県
の

あ
ら

ゆ
る

産
業

が
‟稼

ぐ
産

業
”
へ

と
進

化
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
き

ま
す

。
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単
位

：
円

１
年

目
２

年
目

３
年

目

N
o

交
付

対
象

事
業

の
名

称

実
績

額
重

要
業

績
評

価
指

標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

事
業

開
始

時
最

終
年

度
（
年

）
の

目
標

2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
（
年

）
の

状
況

今
後

の
取

組
の

方
向

性
、

未
達

成
の

理
由

等
基

準
値

単
位

年
度

（
年

）
目

標
値

(増
加

)
単

位
目

標
値

（
2
0
2
2
累

計
）

実
績

値
（
2
0
2
2
累

計
）

達
成 ・

未
達

成

Ｕ
ＩＪ

タ
ー

ン
転

職
説

明
会

参
加

者
の

う
ち

長
野

県
企

業
へ

転
職

す
る

割
合

0
.0

％
2
0
2
2

1
0
.0

％
1
0
.0

調
査

未
実

施
0
.0

2
.9

2
.9

未
達

成

副
・
兼

業
人

材
を

活
用

す
る

県
内

企
業

数
0

社
2
0
2
2

1
0

社
1
0

1
4

3
8

未
達

成

社
会

増
減

△
 9

5
6

人
2
0
2
2

9
5
6

人
9
5
6

△
 1

,4
8
4

6
8
0

4
,8

7
2

4
,0

6
8

達
成

移
住

者
数

2
,3

1
5

人
2
0
2
2

5
8
5

人
5
8
5

1
1
1

5
3
4

3
7
4

1
,0

1
9

達
成

観
光

入
込

客
延

べ
数

2
8
,3

7
9

百
人

2
0
2
2

6
,1

0
0

百
人

6
,1

0
0

1
0
0

2
,4

7
7

R
5
.1

0
判

明
予

定
※

2
,5

7
7

実
績

値
な

し

移
住

、
定

住
者

数
3
2
3

人
2
0
2
2

1
5
0

人
1
5
0

2
0

9
2

9
4

2
0
6

達
成

県
内

知
名

度
順

位
1
5

位
2
0
2
2

5
位

5
1

1
R

5
.1

0
判

明
予

定
※

2
実

績
値

な
し

県
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
、

地
域

で
実

施
し

て
い

る
体

験
会

等
の

障
が

い
者

の
参

加
者

総
数

1
5
,7

4
2

人
/
年

2
0
2
2

4
9
,6

3
6

人
/
年

4
9
,6

3
6

8
,3

3
7

1
0
,7

4
1

1
4
,5

8
3

3
3
,6

6
1

未
達

成

み
ら

い
ア

ス
リ
ー

ト
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
が

実
施

す
る

特
別

支
援

学
校

等
で

の
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
体

験
会

の
参

加
者

数

0
人

/
年

2
0
2
2

1
,2

0
0

人
/
年

1
,2

0
0

3
,1

1
7

3
,8

2
2

4
,4

0
6

1
1
,3

4
5

達
成

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

に
お

い
て

障
が

い
者

に
対

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
て

い
る

率
3
.4

％
2
0
2
2

3
4
.3

％
3
4
.3

9
.4

1
0
.4

8
.7

2
8
.5

未
達

成

一
般

県
民

の
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

体
験

率
6
.0

％
2
0
2
2

5
6
.7

％
5
6
.7

調
査

未
実

施
7
.4

7
.5

1
4
.9

未
達

成

※
集

計
中

に
つ

き
昨

年
度

ま
で

の
実

績
値

1
5

パ
ラ

ウ
ェ
ー

ブ
N

A
G

A
N

O
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
事

業
（
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

に
よ

る
共

生
社

会
づ

く
り

）

3
1
,8

6
7
,4

0
2

　
大

会
や

体
験

会
の

参
加

者
数

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
な

ど
を

含
む

、
当

初
予

定
し

て
い

た
事

業
の

多
く
が

中
止

と
な

っ
た

た
め

、
未

達
成

と
な

り
ま

し
た

。
　

み
ら

い
ア

ス
リ
ー

ト
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
に

よ
る

体
験

会
に

つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
で

は
あ

っ
た

も
の

の
、

多
く
の

県
内

学
校

等
で

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
、

目
標

を
達

成
す

る
と

と
も

に
、

年
々

増
加

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

　
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
で

の
実

施
率

に
つ

い
て

は
、

ク
ラ

ブ
数

の
増

加
に

伴
い

、
実

施
率

は
減

少
し

ま
し

た
。

ま
た

、
障

が
い

者
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
前

年
度

実
施

し
た

が
今

年
度

は
実

施
し

て
い

な
い

ク
ラ

ブ
が

み
ら

れ
る

た
め

、
定

着
に

向
け

て
取

り
組

み
ま

す
。

　
一

般
県

民
の

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
率

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
ス

ポ
ー

ツ
を

体
験

す
る

場
や

外
出

機
会

が
減

少
し

た
た

め
、

未
達

成
と

な
り

ま
し

た
。

　
引

き
続

き
、

各
種

事
業

を
着

実
に

実
施

し
、

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
に

取
り

組
み

ま
す

。

1
4

北
ア

ル
プ

ス
国

際
芸

術
祭

を
起

点
と

し
た

ブ
ラ

ン
ド

力
向

上
と

S
D

G
s未

来
都

市
の

構
築

へ
向

け
た

産
学

官
金

連
携

に
よ

る
地

域
再

生
　

長
野

県
・

大
町

市

1
0
,0

0
0
,0

0
0

　
2
0
2
0
、

2
0
2
1
年

度
に

お
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

観
光

事
業

を
含

め
た

動
き

が
縮

小
し

た
た

め
、

K
P

Iに
つ

い
て

も
、

観
光

入
込

や
認

知
度

・
魅

力
度

の
向

上
に

つ
い

て
は

厳
し

い
状

況
と

な
り

ま
し

た
が

、
2
0
2
2

年
度

に
お

い
て

は
、

S
D

G
ｓ
未

来
都

市
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
あ

る
「
み

ず
の

わ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

中
心

に
、

芸
術

祭
関

連
事

業
、

観
光

事
業

の
推

進
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

　
ま

た
、

移
住

、
定

住
者

数
に

つ
い

て
も

、
芸

術
祭

関
連

と
「
み

ず
の

わ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
と

連
動

を
図

っ
た

結
果

、
目

標
を

達
成

し
ま

し
た

。

1
3

社
会

人
を

対
象

と
し

た
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン

促
進

事
業

1
5
,6

8
1
,9

8
5

 昨
年

度
に

引
き

続
き

、
説

明
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

た
と

こ
ろ

参
加

者
数

が
振

る
わ

ず
、

ま
た

、
早

期
の

就
業

を
希

望
す

る
企

業
と

、
長

期
ス

パ
ン

で
移

住
・
転

職
を

検
討

す
る

社
会

人
と

の
ニ

ー
ズ

の
相

違
等

も
あ

り
、

現
時

点
で

説
明

会
を

き
っ

か
け

と
し

て
直

接
転

職
に

つ
な

が
っ

た
ケ

ー
ス

は
少

な
く
、

目
標

は
未

達
成

と
な

り
ま

し
た

　
社

会
増

減
に

つ
い

て
は

2
2
年

ぶ
り

に
社

会
増

と
な

り
目

標
は

達
成

と
な

り
ま

し
た

。
移

住
者

数
に

つ
い

て
も

目
標

値
を

上
回

っ
て

増
加

し
て

お
り

、
目

標
達

成
と

な
り

ま
し

た
。

　
今

後
は

、
長

野
県

へ
の

移
住

と
県

内
企

業
へ

の
転

職
を

セ
ッ
ト

で
情

報
発

信
す

る
た

め
、

長
野

県
最

大
の

移
住

イ
ベ

ン
ト

「
信

州
で

暮
ら

す
、

働
く
フ

ェ
ア

」
に

県
内

企
業

ブ
ー

ス
を

増
設

す
る

こ
と

で
、

移
住

と
仕

事
の

両
方

の
相

談
が

で
き

る
機

会
を

設
け

、
移

住
促

進
と

県
内

企
業

へ
の

就
職

促
進

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

県
内

企
業

に
対

し
て

は
、

副
業

・
兼

業
人

材
の

活
用

の
取

組
例

を
横

展
開

し
て

い
き

ま
す

。
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単
位
：
円

1
年
目

2
年
目

3
年
目

4
年
目

5
年
目

本
移
住
支
援
事
業
に
基
づ
く
移
住

就
業
者
数

0
人

2
0
2
4

4
8
0

人
3
0
0

3
4

3
6

1
5
1

-
1
9
4
未
達
成

本
移
住
支
援
事
業
に
基
づ
く
移
住

起
業
者
数

0
人

2
0
2
4

1
8

人
1
2

0
1

3
1

-
5
未
達
成

本
移
住
支
援
事
業
に
基
づ
く
起
業

者
数

0
人

2
0
2
4

1
8
0

人
1
2
0

1
1

1
9

2
2

2
0

-
7
2
未
達
成

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
新
た
に
掲
載
さ

れ
た
求
人
数

0
件

2
0
2
4

5
6
0

件
3
6
0

2
7
1

8
6

3
3
4

2
4
1

-
9
3
2

達
成

本
事
業
に
よ
り
新
規
就
業
が
実
現

し
た
者
の
数
（
新
規
就
業
者
数
)

0
人

2
0
2
4

3
,7
2
9
人

2
,4
6
3

2
2
6

2
7
8

2
8
6

3
3
0

-
1
,1
2
0
未
達
成

女
性
の
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参

加
者

0
人

2
0
2
4

2
8
0
人

1
8
0

1
3

2
1

2
8

2
0

-
8
2
未
達
成

区
分

件
数

構
成
比

※
構
成
比
は
実
績
値
が
把
握
で
き
る
指
標
に
占
め
る
割
合
で
す

達
成

2
9

5
4
.7

未
達
成

2
4

4
5
.3

実
績
値
な
し

7
－

合
計

6
0

1
0
0

N
o

交
付
対
象
事
業
の

名
称

実
績
額

最
終
年
度
（
年
）
の
目
標

2
0
2
2
（
R
4
）
年
度
（
年
）
の
状
況

基
準
値

単
位

年
度

目
標
値

(増
加
)
単
位

目
標
値

（
2
0
2
2
累
計
）

事
業
開
始
時

実
績
値

(2
0
2
2
累
計
)

達
成 ・

未
達
成

1
7
女
性
・
シ
ニ
ア
等
就
業
応

援
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
事
業

4
1
,0
0
6
,7
0
8

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
り
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
制
限
を
受
け
る

中
で
確
実
な
伴
走
支
援
を
行
い
、
前
年
よ
り
も
支
援
者
数
及
び
新
規
就
業
者
数
は
増

加
し
た
も
の
の
、
目
標
の
達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
女
性
の
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等

に
よ
り
受
入
企
業
数
が
伸
び
悩
ん
だ
た
め
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
　
引
き
続
き
関
連
事
業
等
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
新
規
就
業
に
結
び
付
け
て
い
き
ま

す
。
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
に
よ
る
就
業
者
数
の
増

加
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

移
住
就
業
者
・
起
業
者
数
合
計
に
つ
い
て
は
、
目
標
未
達
成
で
あ
る
も
の
の
、
要
件
の

緩
和
、
子
育
て
世
帯
へ
の
加
算
措
置
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
を
大
き
く
超
え
る
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
掲
載
求
人
数
に
つ
い
て
は
企
業
へ
の
積
極
的
な
周
知
及
び
近

年
の
人
手
不
足
に
よ
る
影
響
な
ど
か
ら
目
標
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
。

　
起
業
者
数
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
数
は
前
年
並
み
で
あ
っ
た
も
の
の
、
不
採
択
案
件
が

多
く
、
目
標
の
達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
は
、
移
住
希
望
者
に
と
っ
て
さ
ら
に
魅
力
あ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
と
す
る
た
め
に
、
移

住
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
掲
載
や
、
サ
イ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
、
県
内
企
業
訪
問
等

に
よ
り
積
極
的
な
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
移
住
希
望
者
に
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
移
住
担
当
部
署
や
市
町
村
と
の
連
携
を
一
層
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
加
算
金
額
の
増
額
措
置
を
講
じ
、
子
育
て

世
帯
の
移
住
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
起
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
伴
走
支
援
員
に
よ
る
事
業
計
画
の
策
定
支
援
を

き
め
細
や
か
に
実
施
し
、
採
択
率
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

1
6

長
野
県
Ｕ
ＩＪ
タ
ー
ン
就

業
・
創
業
移
住
支
援
事

業 長
野
県
地
域
課
題
解
決

型
創
業
支
援
事
業

1
7
8
,5
4
2
,2
0
4

重
要
業
績
評
価
指
標

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ）

今
後
の
取
組
の
方
向
性
、

未
達
成
の
理
由
等
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単
位

：
円

1
年

目
2
年

目
3
年

目
4
年

目
5
年

目

「
御

岳
山

」
及

び
「
御

岳
高

原
」
観

光
消

費
額

　
（
観

光
地

利
用

者
統

計
調

査
）

7
2
9
,8

4
5

千
円

2
0
2
5

6
1
9
,4

8
8

千
円

1
5
0
,0

0
0

△
 2

5
7
,0

2
5

△
 2

9
6
,7

4
5

-
-

-
△

 5
5
3
,7

7
0

未
達

成

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

利
用

者
数

0
人

2
0
2
5

4
9
,0

0
0

人
1
3
,0

0
0

0
2
,1

5
7

-
-

-
2
,1

5
7

未
達

成

ガ
イ

ド
ツ

ア
ー

参
加

者
数

0
人

2
0
2
5

1
,0

0
0

人
1
0
0

0
0

-
-

-
0

未
達

成

次
世

代
高

速
通

信
モ

ジ
ュ

ー
ル

等
の

新
規

開
発

支
援

件
数

0
件

2
0
2
5

4
0

件
4

0
4

-
-

-
4

達
成

"
V

ir
tu

al
iz

e
d
 K

o
h
se

ts
u
sh

i"
に

よ
る

技
術

支
援

件
数

0
件

2
0
2
5

3
0
0

件
1
2
0

0
1
9
3

-
-

-
1
9
3

達
成

次
世

代
高

速
通

信
技

術
に

関
す

る
受

託
研

究
・
試

験
手

数
料

・
機

器
使

用
料

収
入

額
0

千
円

2
0
2
5

1
6
,5

0
0

千
円

1
2
,0

0
0

0
1
4
,6

9
3

-
-

-
1
4
,6

9
3

達
成

医
療

機
器

の
完

成
品

・
部

材
等

の
新

規
開

発
企

業
数

0
企

業
2
0
2
4

3
0

企
業

9
0

6
6

-
-

1
2

達
成

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

総
合

支
援

に
よ

る
新

規
事

業
化

等
件

数
0

件
2
0
2
4

1
4

件
5

0
3

6
-

-
9

達
成

3
D

デ
ジ

タ
ル

生
産

技
術

に
関

す
る

試
験

手
数

料
・
機

器
使

用
料

収
入

額
1
,4

3
0

千
円

2
0
2
4

1
6
,5

0
0

千
円

1
4
,0

0
0

0
1
1
,0

4
5

1
5
,4

2
3

-
-

2
6
,4

6
8

達
成

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

基
準

値
単

位

事
業

開
始

時

地
方

創
生

関
連

交
付

金
事

業
の

実
施

結
果

（
各

交
付

対
象

事
業

の
重

要
業

績
評

価
指

標
（
K
P

I）
の

実
績

値
等

）

○
地

方
創

生
拠

点
整

備
交

付
金

1
御

岳
県

立
公

園
 御

嶽
山

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

整
備

事
業

6
3
0
,7

8
3
,2

4
9

N
o

交
付

対
象

事
業

の
名

称

実
績

額

　
　

御
嶽

山
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

当
初

の
予

定
で

は
令

和
３

年
中

に
建

築
工

事
が

竣
工

し
、

令
和

４
年

度
の

夏
山

シ
ー

ズ
ン

に
合

わ
せ

た
オ

ー
プ

ン
を

目
指

し
て

い
ま

し
た

が
、

令
和

３
年

夏
の

大
雨

等
の

影
響

で
工

事
が

遅
延

し
、

オ
ー

プ
ン

が
令

和
４

年
８

月
2
7
日

と
な

り
ま

し
た

。
こ

の
た

め
、

開
館

期
間

が
短

く
な

る
と

と
も

に
、

準
備

期
間

が
足

ら
ず

、
令

和
４

年
度

は
ガ

イ
ド

ツ
ア

ー
ツ

ア
ー

を
実

施
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
令

和
５

年
度

は
、

施
設

の
指

定
管

理
者

と
協

力
し

、
ガ

イ
ド

ツ
ア

ー
等

の
御

嶽
山

地
域

の
誘

客
に

努
め

、
地

域
の

観
光

復
興

を
促

進
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

最
終

年
度

（
年

）
の

目
標

2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
（
年

）
の

状
況

今
後

の
取

組
の

方
向

性
、

未
達

成
の

理
由

等
年

度
目

標
値

(増
加

)
単

位
目

標
値

（
2
0
2
2
累

計
）

達
成 ・

未
達

成

実
績

値
(2

0
2
2
累

計
)

3
信

州
未

来
志

向
型

3
D

デ
ジ

タ
ル

生
産

技
術

実
装

化
研

究
拠

点
整

備
計

画
9
7
2
,5

1
9
,9

0
0

　
　

2
0
2
1
年

4
月

に
稼

働
を

開
始

し
た

3
D

デ
ジ

タ
ル

生
産

技
術

実
装

化
研

究
拠

点
を

活
用

し
、

引
き

続
き

医
療

機
器

を
始

め
と

し
た

成
長

期
待

分
野

の
製

品
開

発
・
事

業
化

等
に

対
す

る
設

計
、

試
作

、
試

験
ま

で
の

一
貫

支
援

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
ま

た
、

産
業

支
援

機
関

と
の

連
携

を
推

進
し

、
ワ

ン
ス

ト
ッ
プ

総
合

支
援

に
よ

る
新

規
事

業
化

に
も

引
き

続
き

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

2

ポ
ス

ト
5
G

を
実

現
す

る
「
超

精
密

電
子

モ
ジ

ュ
ー

ル
地

域
共

創
開

発
拠

点
」
整

備
計

画

1
,2

7
4
,7

7
9
,0

0
0

　
2
0
2
2
年

4
月

に
稼

働
を

開
始

し
た

超
精

密
電

子
モ

ジ
ュ

ー
ル

地
域

共
創

開
発

拠
点

を
活

用
し

、
５

G
／

ポ
ス

ト
５

G
通

信
に

関
わ

る
要

素
技

術
の

高
度

化
を

図
る

た
め

、
次

世
代

高
速

通
信

用
モ

ジ
ュ

ー
ル

の
研

究
開

発
に

対
し

、
材

料
か

ら
性

能
評

価
ま

で
の

一
貫

支
援

に
引

き
続

き
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。

目
標
値
≦
実
績
値
・
・
・
・
・
・
「達
成
」

目
標
値
＞
実
績
値
・
・
・
・
「
未
達
成
」

※
2
0
2
2
年
度
末
ま
で
の
累
計
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単
位

：
円

1
年

目
2
年

目
3
年

目
4
年

目
5
年

目

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

基
準

値
単

位

事
業

開
始

時

N
o

交
付

対
象

事
業

の
名

称

実
績

額
最

終
年

度
（
年

）
の

目
標

2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
（
年

）
の

状
況

今
後

の
取
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目標値 実績値
達成・未達成
（事業評価指数）

県民の生涯にわたる「学
び」を支援するための図
書資料等充実事業

県立長野図書館が県民の「知と情報の
拠点」として、信州のどこからでも、誰も
が等しく望む情報を手に入れられる環境
を整備するための資料・情報を収集・充
実。

文化財・生涯学習課
40,403,920円
（400,000円）

４者
県内公共図書館
調査相談件数
（件）

82,000
以上

59,098
未達成
(0.72)

令和４年度に開始した「市町村と県による
協働電子図書館」の運営等を通じて、今後
も県内唯一の県立図書館として、知識基盤
社会における県民の「知る・学ぶ」を支える
情報拠点の役割を果たしてまいります。

デジタル人材育成・誘致
事業

デジタル人材を育成・誘致するため、シ
リーズ型セミナーやコンテスト等のＩＴ関連
イベントを実施し、未来のデジタル人材候
補が、互いに連携し刺激を与え合う機会
を提供。

DX推進課
9,448,700円
(1,000,000円)

10者
第３次産業の労
働生産性（千円/
人）

8,465 7,792
未達成
(0.92)

単年のみの取組や限られた範囲の参加者
のみの取組で終わらないよう、参加者間や
地域との連携を重視し、コミュニティを構築
していけるような形で、イベント等を開催し
ます。

ふるさと信州寄付金等
活用山岳環境保全事業

山岳の環境保全と適正な利用を図るた
め、県が管理する自然公園（国定、県立）
の登山道等の施設整備や高山植物の保
護を実施。

自然保護課
17,688,000円
(6,049,225円)

５者
山岳遭難死傷者
数（人）

180
以下

181
未達成
(0.99)

寄付金は、県が管理する自然公園（国定、
県立）の登山道等の施設整備や高山植物
の保護に優先的に活用し、安全な登山や
豊かな自然を楽しむことができるよう、山岳
の環境保全と適正な利用に努めてまいりま
す。

流域治水推進事業
水害に強い、安全・安心な地域づくりを進
めるため、流域治水の取組みを推進。県
有施設雨水貯留タンクの設置等。

河川課
18,829,000円
(4,729,700円)

※
３者

温室効果ガス総
排出量（千t-
CO2）

13,738
以下

14,116
未達成
(0.95)

河川改修などのハード整備を加速して実施
するとともに、長野県流域治水推進計画
（R3～R7）の目標に向け、引き続き県有施
設へ雨水貯留タンクの設置等を進め、流域
治水の取組を広げてまいります。

工業技術総合センター
運営事業

工業技術総合センターにおいて中小企
業の技術的課題解決や製品開発を支援
するため、県内企業等からの技術相談、
依頼試験、施設利用に対応するほか、企
業との共同研究開発や技術講習会開催
による企業等の人材育成を実施。

産業技術課
324,397,572円
(100,000円)

1者

工業技術総合セ
ンター等の支援
による実用化等
の成果事例件数
（件）

50
以上

55
達成
（1.10）

工業技術総合センターにおいて、技術相
談、依頼試験、施設利用、共同研究等を実
施しながら、県内企業の技術的課題の解
決、製品開発、技術力の高度化、人材育成
等を支援してまいります。

県立美術館展示品の委
託制作事業

県立美術館の魅力や発信力を高め、国
内外の人々が集う文化・観光の拠点とす
るため、展示品を委託制作。

文化政策課
4,400,000円
(100,000円)

１者
文化芸術活動に
参加した人の割
合（％）

72.5 80.5
達成
(1.10)

県立美術館の魅力や発信力を高め、国内
外の人々が集う文化・観光の拠点とするた
め、引き続き、テーマ性を持った美術作品
の収集や展覧会の企画等を行ってまいりま
す。

交通安全施設整備事業

交通事故防止や交通渋滞の緩和を図
り、安全で快適な交通環境を実現するた
め、交通管制センターの充実や交通信号
機の新設や改良、信号灯器のLED化を
実施。

警察本部
交通規制課

733,392,000円
(200,000円)

１者
交通事故死傷者
数（人）

8,500
以下

5,657
達成
（1.50）

安全で安心な交通環境の実現に向け、長
野県交通安全計画において「年間の交通
事故死者45人以下、重傷者数500人以下」
の目標を掲げ、交通管制センターの充実や
交通信号機の新設・改良、高齢者・歩行者
を中心とした事故抑止対策など継続した交
通事故防止対策を推進してまいります。

林業就労条件整備促進
事業

林業事業体が、所属する就業者に対して
負担する振動病特殊健診受診費や退職
手当共済掛金等について、県の森林整
備基金を活用して経費の一部を補助す
ることで、職場環境の改善を進め林業就
業者の定着と雇用の促進を推進。

信州の木活用課
13,755,000円
(1,000,000円)

１者
林業就職者一人
当たりの木材生
産額（万円/人）

671 666
未達成
(0.99)

林業就業者が安心して働き続けられる職
場環境の改善を進めるとともに、スマート林
業や機械化の推進等により生産性の向上
に引き続き取り組んでまいります。

再生可能エネルギー普
及総合支援事業

市町村や地域の事業者が取り組む再生
可能エネルギーを活用した発電及び熱
利用の事業等を支援。

ゼロカーボン推進室
127,725,000円
(2,000,000円)

１者
温室効果ガス総
排出量（千t-
CO2）

13,738
以下

14,116
未達成
(0.95)

小水力発電等の再生可能エネルギー施設
の導入に当たり、初期費用の負担が事業
者にとってネックとなりやすいため、本事業
による事業者への支援を継続することによ
り、県内の再エネ生産量のさらなる増加を
図ります。

合計
1,290,039,192円
(15,578,925円)

27者

※流域治水推進事業のうち、寄付受領額3,500,000円（２者）については、令和５年度事業分に充当。

まち・ひと・しごと創生寄附（企業版ふるさと納税）活用事業の実施結果
（各事業の重要業績評価指標（KPI)の実績値等）

今後の取組の方向性
寄附者
実績数

直近の状況
活用事業の名称

関連する
重要業績評価指標

（KPI)
事業概要

R４事業費
（うち寄附受領
実績額）

担当課

目標値≦実績値（事業評価指数≧1）・・・・・・「達成」

目標値＞実績値（事業評価指数＜1）・・・・「未達成」

（増加目標の場合）事業評価指数・・・・実績値／目標値

（低減目標の場合）事業評価指数・・・・目標値／実績値
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